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　This paper is the report on the workshop of  “right picture book for all”which held in 2012, 2013and 2014.  The purpose 
of the workshop is to get a participant to consider universal design and “right picture book for all”. While holding a 
workshop, three problems have become clear. The first problem is the method of explanation of a universal design. The 
second is on the level of “right picture book for all”. And the third is a level as art.
1. はじめに
　2012 年から、本学及び近隣の図書館等を会場に、ユニ
バーサルデザイン絵本ワークショップ ( 以下 UD 絵本 WS
と略する ) を開催している。ここでいう UD 絵本とは、身
体的・知的特性、年齢、そして文化などを超えて皆が一緒





　本稿では、2012 年 11 月から 2014 年 8 月までに行った





　第一回の UD 絵本 WS は、2012 年 11 月 11 日 10 時 30
分 ~15 時 30 分 (12 時 ~13 時は昼休み ) に、静岡文化芸術
大学を会場に行った。事前にチラシを市内の小学校に配布
したが、参加者は小学生 2 名と小学校教員 1 名であった。



































とから、13 時 ~16 時とした。またこの時は年齢制限を設
けていない。これも県立中央図書館からの要望であった。
参加者は、18 名 (12 歳以下 8 名、13~20 歳 2 名、31~40
歳 4 名、41~50 歳 3 名、51~60 歳 1 名 ) であった。時間が
3 時間となったため、UD 絵本の説明などを 30 分、作品制
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2-2-2 浜松市みをつくし文化センター (9 月 1 日 )
　「ユニバーサルデザインと健康フェスタ」の一部として、
UD 絵本コンクール 2012 入賞作品などの展示と合わせて
行った。他の企画も楽しんでもらう時間をとりたいという
ことで、13 時から 16 時までとなった。内容は、静岡県立
中央図書館で開催した時と同じように、UD 絵本の説明な
どを 30 分、作品制作に 2 時間、作品紹介を 30 分である。
対象は小学生とし、3 年生以下は保護者同伴で募集した。






































































2-3UD 絵本 WS2014(8 月まで )
2-3-1 静岡県立中央図書館 (4 月 21 日 )
　2013 年度に続き、静岡県立中央図書館で、UD 絵本コン
クール作品展示の期間中に開催した。時間、内容、対象は

























2-3-3 浜松市立東図書館 (6 月 22 日 )
　時間、内容、対象とも 2-2-2 と同様であり、参加者は子
どもと保護者を合わせて 20 名であった。子どもの参加者












えさせられました」。そして「すべての人に“ 良い ” こと
は難しく」とも書かれていた。































































　2014 年度は、10 月に 3 回、12 月、2 月、3 月にそれぞ
れ 1 回ずつ、合計 6 回の開催予定がある。UD 研究の先生
方にご意見をいただきながら、この三点の課題について考
え、UD 絵本 WS を発展させていきたい。
なお、本ワークショップは、平成 24 年度・25 年度・26 年
度の「静岡文化芸術大学文化・芸術研究センター長特別研
究」の補助を受けて行われた。3 年間、12 回にわたってワー
クショップを開催することができたのは、ご協力いただい
た本学の UD 研究の先生方、手伝ってくれた学生たち、開
催場所を提供してくださった方々のおかげである。特に、
デザイン学部の卒業生清水麻子氏の協力なしには続けるこ
とはできなかった。この場を借りて御礼を申し上げる。
注
これは本学卒業生の清水麻子の手による。
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